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1 ．はじめに
　本論では，研究奨励金を得た，「検定試験の
ための『診断・学習』教材の開発」の一環とし
て，中国語関係の検定試験に対応する実力を測
るための診断すべき項目を検討したい。
　中国語教育においては，1950年に開始した
新中国の対外漢語教育（外国人―正確には
海外在住の華人などのように中国語が第一言語
でない学習者全般を含む―に対する中国語
教育）やその後実施されているHSK（汉语水
平考试）などの検定試験に関係するいくつかの
基準（大綱）が出され，またこれらについての
議論もなされている。
　基準には，発音や聞き取りのように技能に関
するものと，文法事項や語彙のように知識に関
するものがあるが，ここでは，文法事項を中心
とする知識に関して，研究の目的である診断に
用いるための必要項目を検討したい。
　文法項目では，参考とすべきは，《汉语水平
等级标准与语法等级大纲》その他の“教学大纲”
や，中国語教育学会が作成している教学ガイド
ラインなどのように日本の中国語教育において
検討されつつある基準と考えられる。ただし，
本稿で目的とする項目をまとめる際には，これ
らを参照しながらも，次のことを考慮しなけれ
ばならないと思われる。
　ひとつは，レベルの問題である。対外漢語教
学に関する基準は，通常レベル別に設定されて
いるが 1），実力を測る時点では，これらを縦断
的にまとめる必要がある。また，これは本学に
限らないが，中国語を専攻の語学とする場で
は，同学年に，中国語学習歴の異なる者や中国
語を母語とする者 2）が混在しているのが通常で
あり，その比率も例外的に扱えるほど低くはな
い。つまり，もっとも基本的な事項が修得でき
てない学習者から教学基準で最も高いレベルと
して扱われる項目を問題にしなければならない
学習者までを対象とする必要がある。
　もうひとつは，検定試験において要求される
能力の範囲が以前より広がって来ていることで
ある。このところ，C-TEST（实用汉语水平认
定考试）やBCT（商务汉语考试），ビジネス中
検のように，実用的な運用能力やビジネスで使
える能力を測ることを目的とする検定試験が実
施されるようになり，また，従来からある試験
でも，時事的な話題の文章やビジネス・経済方
面の語彙を含む出題内容が見られる傾向が出て
きており，このような範囲を含めて対応を考え
なければならなくなってきている。
　以下では，示されているいくつかの基準と，
上記のような要素を考え合わせて，必要と思わ
れる項目をまとめてみたい。
2 ．項目の選定
　教学の基準では，「1.」で述べたレベルのそ
れぞれについて，“词类”（品詞），“词组”（語句），
検定試験のための診断項目
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“句子”（文）のなどの階層についての基準が例
示されている 3）。
　上記の基準では，たとえば，“词类”の“动词”
を例に取ると，“甲级语法大纲”（甲級文法大綱）
は次のような三項目から成っている。
（三）动词
9　【甲009】1.一般动词
看 写 打 参观 爱 想 喜欢
希望 像 姓 在 进行
10　【甲010】2.动词重叠
想想 看看 学习学习 研究研究 
说（一）说 试（一）试 听了听 
走了走
11　【甲011】3.助动词
能 会 要 想 可能 可以 愿意 
应该 得（děi）
「1.」は「一般動詞」として10個余りの動詞の
例示，「2.」は「動詞の重ね型」としてこの形
式の取り得るいくつかの型の例示，「3.」は「助
動詞」として助動詞9個の例示である。一方“乙
级语法大纲”（乙級文法大綱）では“动词”の
項目は一つで，以下のように例示がある。
（三）动词
134【乙005】作为
善于
具有
加以
引起
显得
搞
弄
肯
上
4
千人
来
4
二斤糖
赶（赶
4
火车／赶
4
到机场）
冒（冒
4
雨／冒
4
着危险）
为（选他为
4
代表）
看（你看
4
怎么办）
例として挙げられている動詞は，甲級のそれに
比べて注意を要する用法のものであるが，付さ
れた用例の中には“为”の用例“选他为代表”（兼
語文）のように文型的な知識が必要なものも含
まれている。
　本論では，学習者が知識として知るべき文法
項目を，レベルを縦断して，できるだけ整合し
た形にまとめたいので，上記の例について言え
ば，「動詞の重ね型」，助動詞の文，兼語文など
を文法部分の項目として立て，挙げられている
動詞自体は「語彙」としての知識の有無を問う
ことになる。
　以下では，必要な項目を検討していきたい。
3 ．項目の概要と大綱類との関係
3.1　漢字，語素について
　《汉语水平词汇与汉字等级大纲》では，漢字
の等級（“甲，乙，丙，丁”）が示されている。
学習者は，通常，漢字を何文字知っているかと
いうことは，単語をいくつ知っているかという
ことほどは気にかけないが，中国語では二文
字以上の単語や語句が辞書に記載されていな
い場合もあり，そのような場合に語彙の意味を
推測する手がかりとなる漢字単位の知識は実際
には必要なものである。また，時事的な文脈や
ビジネス関係の文脈では，新語や外来語が用い
られることが多いが，全く新しい語彙である場
合は，漢字単位の知識や時事的な事柄につい
ての知識によって意味を推測することが可能で
検定試験のための診断項目
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ある。ただし，これを項目として直接リスト化
するのは，学習者にとって，普段の学習対象と
の隔たりが大きいものとなる。単語レベルのリ
ストを作成する際に，これらが要素として含ま
れることを念頭におくのが望ましいと考えられ
る。
3.2　語彙・慣用句
　語彙については，具体的には，確認が必要な
ものを選定したリスト（原田2001. 2のような
形のもの）を用いることになるが，文構造にお
いて重要な役割を担う語彙については，文型の
範囲でも例として項目化することになる。以下
では，項目化する際の考え方を述べる。
3.2.1　単語
　単語については，文型と関わるものは，文型
の枠内で項目とするが，単語単位の知識（品
詞，意味）としては，《汉语水平词汇与汉字等
级大纲》などに挙げられている語彙についての
等級や数が目安となる。ただし，基準では，品
詞は示されているが，その品詞の範囲で複数の
意味を持つ場合に，どの意味の用法が該当範囲
であるのかは示されていないので，それぞれの
級のレベルを逸脱しないと考えられる意味を項
目とすることが必要と思われる（原田2001. 3）。
　また，現在の検定試験で要求される語彙知識
には，新語や外来語，ビジネスシーンで用いら
れる語彙などが含まれる。このような範囲の語
彙は，表記や使用状況が流動的で，把握しにく
い面があるが 4），現時点で必要と考えられるも
のについては，リストに含めたい。これら以外
にも，数に関する表現が重要な部分となる。百
分比や分数などの基本的な表現以外にも，実際
的な場面で用いられる単位などを含む必要があ
る。
3.2.2　離合詞と搭配
　離合詞と搭配については，単語や熟語と併せ
てリスト化するが，離合詞に関しては，下記の
ように，文法項目の範囲でも例として扱うこと
で，用法面の知識を確認する項目となる。
例： 留过学（留学したことがある）＜留学（ア
スペクト“过”の用例として）
游了一天泳（一日泳いだ）＜游泳（数量
補語の用例として）
3.2.3　兼類
　教学基準では兼類が挙げられるのが通常であ
るが，これについては，品詞を意識させるとと
もに，例の意味が正しく理解できるかどうかを
項目とする必要があると考えられる。
3.2.4　成語，慣用句
　《汉语水平等级标准与语法等级大纲》（以下，
「文法大綱」とする）で言うと，乙級の“二 固
定词组”，丙級の“四 固定词组 （一）习用语，
（二）成语，四字格，（三）其他”，“五 固定格式”
の後半，“十 口语格式”，丁級の“四 固定词组 
（一）习用语，（二）成语，四字格，（三）其他”，
“五 固定格式”の後半，“八 口语格式”に取り
上げられているもの。中国語学習の後半段階で
は必ず必要な知識であるが，特に“口语格式”
にあるようなもの（例：丙级【丙316】说X就X，
…；说走就走，…/ 丁级【丁377】…不＋动词
1＋不＋动词1＋也得＋动词1…；…不说不说
也得说几句吧。）については，学習者の知識が
不足している場合が多く見られ，例示の分量等
には注意を要する。　
3.3　特定の“ ”（品詞）を用いる形式
　文法大綱では，“词类”（品詞）の範囲に含め
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られるが，介詞，助動詞，副詞，助詞のいくつ
かについては，これを用いる文型として診断例
とする。以下，項目とするものを箇条書きで挙
げる。
3.3.1　介詞
・介詞のリスト（語彙リストとして）
・ 注意すべき用法の介詞：“把”の文，文頭に
置けるもの（“对于”等），動詞との組み合わ
せで注意すべきもの（“向…学习”等），動詞
の後に置ける介詞（“自”等）
3.3.2　副詞
・副詞のリスト（語彙リストとして）
・ 注意すべき副詞の用法：部分否定について
（“不很”等），慣用表現（“等…再～”“连…
都／也～”等 5））
・“一…也 /都～”の形 6）
・“…疑問詞 …也 /都 …”の形 7）
3.3.3　助動詞（能願動詞）
・助動詞を用いる形式
・助動詞のリスト（語彙リストとして）
・否定形の注意すべきもの（“不要（别）”等）
・使い分けが問題になるもの（“会”と“能”）
3.3.4　語気助詞
・語気助詞のリスト（語彙リストとして）
・ 具体的な意味を持つものや，文型との関連で
注意すべきもの（“吗”，“吧”，“呢”等）
3.4　文単位の形式
　文の分類としては，“主谓句 /非主谓句”（主
語述語を備えているかどうかによる区別），“动
词谓语句/形容词谓语句/名词谓语句/主谓谓
语句”（述語の種類による区別），“陈述句/疑
问句/祈使句/感叹句”（文の用途による区別）
のような区分がなされる。ここでは，診断項目
として，次のものを挙げる。
・ “动词谓语句/形容词谓语句/名词谓语句/主
谓谓语句”（動詞述語文 /形容詞述語文 /名詞
述語文 /主述述語文）の組み立てや解釈：動
詞述語文の二重目的語構文，主述述語文の述
語が並列になる形式，等（動詞述語文の内，
“特殊句型”（特殊文型）については，直接
に項目とする。）
・ “疑问句/祈使句/感叹句”（疑問文 /命令文
/感嘆文）の形式，疑問詞のリスト，疑問詞
の用法
・ 反語文（“反问句”）の形式：疑問文の形を用
いるもの，特定の語句（“难道，何况”等）
を用いるもの
3.5　文中に現れる表現形式
　文の一部に現われる形式として，以下のもの
を取り上げたい。
3.5.1　重ね型
・動詞の重ね型
・形容詞の重ね型
・名詞の重ね型
・量詞の重ね型
　上の内，動詞の重ね型については，“看一看”
（「ちょっと見て下さい」：祈使句）のように文
全体の陳述に関係する場合や，“看了看就说…”
（「ちょっと見て，言った…」）のように文の時
間の流れに関する場合を，例として用いる。形
容詞の重ね型については，“好好儿hǎohāor地”
（「しっかりと，よく」）のように，重ね型にし
た場合の発音や状語の“地de”との共起を例
検定試験のための診断項目
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として用いる。
3.5.2　定語
・ 助詞“的”を用いる定語，名詞が定語になる
際に“的”を用いなくてよい場合（“我哥哥”，
“中国电影”など）
3.5.3　状語
・ 助詞“地”を用いる状語（形容詞の重ね型を
用いる場合を含む）
3.5.4　アスペクト
・ “动态助词:了，着，过”を用いる各アスペ
クトの表現
・進行の表現（“在…呢”）
・回想の表現（“…来着”）
3.6　補語の形式
　補語の形式は，以下の六つの形に分類して取
り上げたい。
3.6.1　結果補語
・結果補語の形式
・ 動詞や形容詞と結果補語との組み合わせの例
のリスト
・文形式との関係（目的語を伴うものなど）
3.6.2　方向補語
・方向補語の形式
・方向補語全体 8）
・“引申意义”（派生義）の用法
・ 目的語が条件によっては方向補語“来，去”
の前に置かれる例
3.6.3　程度補語
・“动词/形容词＋得＋程度”の形式
・ “动词/形容词＋极了/坏（了）/透（了）
/死（了）”の形式
　前者の「程度」の表現については，文法大綱
の上級に挙げられているものまでを含む
3.6.4　様態補語 9）
・ “动词/形容词 ＋得…”の形で，「…」の部
分が簡単なものから複雑なものまで
3.6.5　数量補語
・ 動量補語，および時量補語について，目的語
との位置関係などから可能な表現形式
3.6.6　可能補語
・肯定形と否定形の形
・方向補語や結果補語に対応するもの
・上記以外のもの（“…不得”等）
3.7　特定の文型
　いわゆる“特殊句型”（特殊文型）と言われ
る類のものを，以下のように取り上げたい。 
3.7.1　存在現象文（存現文）
・存在、出現・消失を表すもの
・自然現象の表現（例：“下雨”）
3.7.2　連動文
・前後の部分が時間的前後を表す例
・後の部分が目的を表す例
・前の部分が方式を表す例
・後の部分が結果を表す例
・“有”の連動文
・ 連動文の中に兼語文が含まれているもの（文
法大綱の，“连动句套兼语句”）
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3.7.3　兼語文
・使役文
・呼称・認定の文
・ 理由の兼語文（文法大綱の“表爱憎意义的兼
语句”）
・“有”の兼語文
・ 兼語文の中に連動文が含まれているもの（文
法大綱の“兼语句套连动句”）
3.7.4　受身文
・“被，叫，让”などを使う受身文の形
・上記以外の受身（“为…所～”，“受”，“挨”等）
・意味上の受身
・ 受身動詞として，あるいは動詞の前に置く要
素として“给”を用いる形
3.7.5　比較文
・ 比較文の形（“跟…一样，比…～，不必…～，
没有…这么/那么～，最…，比＋疑问词＋都
…，不如…～”等）
・関連した慣用句（例“一天比一天”）
・ 様態補語と“比”の比較文とが組み合わさっ
た例（例：他比我跑得快/他跑得比我快。）
3.7.6　“是…的”文
・ “是…的”の強調構文の形式（目的語と“的”
との位置関係を含む）と意味
・上以外の“是…的”文
3.8　複文・緊縮文
　複文と緊縮文については，以下のような形で
取り上げたい。
・ 複文の以下の各類型について，関連語句（接
続詞，副詞）の使用パターン，あるいは，使
用しない形。
并列复句，承接复句，递进复句，因果复句，选
择复句，条件复句，转折复句，假设复句，目的
复句，让步复句，解说复句10）
・ 緊縮文の例（慣用的によく用いられる文を含
む）
・疑問詞の呼応形式
　例： 你怎么说,我们就怎么做。（複文）
　　　你想吃什么就吃什么。（緊縮文）
・ 複文が二重あるいはそれ以上に重なった文
（“多重复句”）
　文法大綱では，異なる級で同じ類型を挙げる
場合に，各級においては異なる例―つまり
関連語句の前後の組み合わせの異なるものを挙
げる形でレベル差に対応している。教学時に
は，このように典型例から示して行くのが妥当
であるが，実際には，複文の関連語句は前後の
部分で，一対一に対応するとは限らない―
つまり，ある類型で，前の部分に現れ得る関連
語句が複数あり，後の部分でも同様に複数有る。
また，関連語句を使わない場合もあり得る。こ
こでは，類型ごとに，可能性のある関連語句使
用の複数のパターンを用例としたい。
4 ．おわりに
　以上が，診断項目として使用したいものの概
略である。参照した対外漢語教育のいくつかの
基準は，数学上の各段階における目安となる項
目であるが，全体の構成や特定の表現をどの部
分に含めるか等においては，本論で目指した形
は，何箇所かで注釈したように，かなり異なる
ものとなった。
　これらの知識項目に基づいて，原田（2007）
にさらに上級水準部分を加えた診断例データ
検定試験のための診断項目
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ベースを作成し，診断・学習に適用して行きた
い。
　本論は，2005年度研究奨励金によるもので
ある。
注
1）上記書の“三等（初等水平，中等水平，高等水
平），四级（甲级，乙级，丙级，丁级）”。“甲级”
と“乙级”が“初等水平”に，“丙级”と“丁级”
がそれぞれ“中等水平”と“ 高等水平”にあた
る。
2）中国語が相当レベルに使える場合にも，たとえ
ば“写”（書く）の能力が十分でないなど，補う
べき技能や知識がある場合がほとんどである。
さらに，基本の四技能―“读，听，说，写”
（読む，聞く，話す，書く）に加えて上級レベル
での五つめの技能とされる“译”（訳す）を考え
ると，十分にできる場合はまず見られない。こ
れは，語彙と文型の知識の問題が大きいと考え
られる。
3）上のレベルの等級では，“词类”の下位要素で
ある“语素”（形態素）や“句子”の上位要素で
ある“句群”が加わる。
4）検定試験によっては，《商务汉语考试大纲》の
ように参照できる語彙リストを示している場合
がある。
5）“连…都／也～”（…さえも～）の形は，文法大
綱では，分類上は，甲級の“八 强调的方法”の
中に“反问句”と共に挙げられている。
6）原田2007では，「ひとつも文」としたもの。 
7）原田2007では，「すべて文」としたもの。
8）補語の内，方向補語のみは限られた範囲のもの
である。
9）文法大綱での名称は，“情态补语”。
10）文法大綱では，緊縮文は，“紧缩复句”として，
文中のような複文の種類と同列に置かれている。
しかし，“紧缩复句”以外の複文の分類は，前後
の意味関係によるものであり，緊縮文の意味構
造自体が，複文の前後の意味関係に当たるもの
を含むものであるので，ここでは，複文と緊縮
文を同列におき，それぞれの意味構造上，いく
つかのパターンがあることを用例に反映したい。
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